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請
願
陳
情
十
件
を
審
議

昭
和
四
十
八
年
第
二
回

小
浜
市
議
会
定
例
会
は
六

月
十
五
日
午
前
十
時
招
集

さ
れ
ま
し
た
。

議
会
は
、

会
期
を
九
日
間
と
決
定
し
、

正
副
議
長
の
辞
任
に
伴
い
、

新
し
く

議
長
に
松
井
正

一
議
員
、

副
議
長
に

出
鼻
三
誠
議
員
を
選
任
し
た
の
ち
病

院
、

消
防
各
組
合
議
員
の
選
挙
を
行

な
い
、

続
い
て
市
長
か
ら
提
出
さ
れ

た
条
例
案
八
件
、

予
算
察
四
件
、

決

算
二
件
、

議
員
提
出
議
案

一
件
、

請

願
陳
情
十
件
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し

た
が
、

請
願
陳
情
の
四
件
を
閉
会
的

の
継
続
審
査
と
し
、

他
の
条
件
に
つ

い
て
は
原
案
ど
お
り
可
決
し
て
六
月

二
十
三
日
閉
会
し
ま
し
た
。

請
願
陳
情
の
審
査
結
果
は
次
の
と
お

り
で
あ
り
ま
し
た
。

採
　
択

市
道
竹
原
―
雲
浜
線
に
歩
道
設
備

設
置
工
事
実
施
に
つ
い
て

（関
区
長

大
下
藤
夫
外
三
名
）

国
鉄
バ
ス
ダ
イ
ヤ
の
削
減
反
対
と

サ
ー
ビ
ス
向
上
を
要
請
す
る

（上
竹

原
、

古
谷
政
美
外

一
六
六
五
名
）

栗
田
区
ま
，
国
富
小
学
校
間
崖
道

の
市
道
編
入
に
つ
い
て

（栗
日
匿
長
、

宮
川
建

一
）
　
　
　
　
　
　
　
！

多
田
川
改
修
工
事
に
関
し
城
内
水

害
対
策
に
つ
い
て

（城
内

一
丁
日
、

多
辺
伴
治
、

城
内
二
丁
目
、

核
話
義

明
外
二
一
一
名
）

防
災
対
策
、

通
路
、

下
水
路
整
備
、

防
犯
灯
料
金
柿
助
に
つ
い
て

（今
富

区
長
会
、

辻
萬
治
郎
外
八
名
）

今
富
保
育
所
新
条
に
つ
い
て

（今

官
区
長
会
、

辻
高
治
郎
外
八
々
）
！

継
続
審
査

田
茂
谷
地
区
に
ご
み
清
折
工
場
を

設
置
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て

（東
相

生
、

下
仲
正
之
外

一
四
〇
四
名
）

ご
み
処
理
場
を
田
茂
谷
地
区
へ
設

置
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て

（農
政
連

中
名
田
支
部
長
、

杉
１１卓
岳
代
表
）
！

福
井
県
ス
モ
ン
の
会
に
対
す
る
助

成
に
つ
い
て

（編
井
県
ス
モ
ン
の
会

会
長
、

田
中
茨
外
四
十
九
名
）

田
茂
谷
地
区
ご
み
焼
却
場
設
置
反

対
に
つ
い
て

（西
相
生
壮
年
会
、

掃

大
会
、

上
営
石
Ｚ
助
外

一
七
六
名
）

（　
）
は
提
出
者

北
陸
新
幹
線
若
狭
ル
ー
ト

促
進
委
員
会

委
員
長
　
堂
前
武
司

昨
年
六
月
逆
輸
大
臣
が
北
陸
新
幹

線
の
基
本
計
画
を
決
定
、

直
ち
に
国

鉄
及
び
日
本
鉄
道
建
設
公
団
に
対
し
、

向
こ
う

一
カ
年
間
に
路
線
の
調
査
を

指
示
し
た
の
に
対
応
し
て
、

市
の
理

事
者
も
議
会
も

一
丸
と
な

っ
て
若
狭

ル
ー
ト
実
現
の
た
め
関
係
方
面

へ
強

力
な
陳
情
運
動
を
展
開
し
て
き
た
。

現
在
、

国
会
の
再
延
長
で
、

議
会
で

の
最
終
決
定
が
お
く
れ
て
い
る
が
、

感
触
と
し
て
は
、

若
狭

ル
ー
ト
か
滋

賀
県
突
が
有
力
。

わ
れ
わ
れ
の
願
い
が
実
現
す
る
た
め

に
は
最
後
の
追

い
込
み
に
、

富
山
、

石
川
及
び
京
都
府
そ
の
地
の
協
力
を

得
、

そ
の
上
に
立

っ
イ、中
央
機
関
を

議
会
だ
よ
り
発
行
に
あ
た
っ
て
、

常
日
頃
あ
た
た
か
い
ご
指
導
と
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ

と
を
心
よ
り
深
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
コ

目
ま
ぐ
る
し
い
時
代
の
小
浜
市

政
に
、

私
ど
も
が
正
副
議
長
の
大

任
を
受
け
、

議
会
議
員
各
位
の
絶

大
な
る
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、

重

な
る
課
題
と
取
組
む
と
同
時
に
、

議
決
権
の
行
使
に
万
全
を
期
し
て

ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

本
市
が
、

市
民
と
皆
さ
ま
と
と

も
ゼ
も
に
発
展
を
重
ね
て
い
く
に

は
、

既
設
産
業
の
育
成
、

農
山
漁
業

の
振
興
、

観
光
行
政
の
進
行
に
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

と
く
に
、

直
面
し

て
お
り
ま
す
小
浜
漁
港
の
外
港
計
画

や
漁
業
栽
培
セ
ン
タ
ー
の
早
期
完
成
、

森
林
公
園
や
遊
歩
道
の
完
備
と
あ
わ

せ
て
、

観
光
農
業
へ
の
道
を
開
く
と

同
時
に
班
設
産
業
の
改
善
に
つ
い
て

の
市
の
助
成
を
仲
ば
し
て
ま
い
ら
ね

ば
な
ら
濃
と
思
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、

県
を
あ
げ
て
新
幹
線
若
狭

ル
ー
ト
に
つ
い
て
の
実
現
に
お
い
て
、

本
市
で
は
、

昨
年
来
議
会
の
促
進
委

員
会
を
中
心
に
、

万
全
の
努
力
を
続

け
て
お
り
、

関
係
各
省
に
対
し
て
選

日
運
動
を
い
た
し
て
お
り
、

そ
の
実

現
を
市
民
と
と
も
に
、

心
よ
う
願
っ

て
お
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

若
狭
湾

海
洋
性
リ
ブ
ー
ト
エ
リ
ア
に
つ
い
て

は
、

運
輸
省
の
指
導
と
相
ま
っ
て
、

本
市
観
光
の
目
玉
と
も
な
る
べ
き
、

市
民
と
も
ど
も
の
発
展
を

小
浜
市
議
会
議
長

小
浜
市
議
会
副
議
長 立

派
な
施
設
を
作
り
上
げ
る
べ
き
で

あ
り
、

地
元
と
本
市
の
海
洋
開
発
研

究
委
員
会
が
主
体
と
な
っ
て
推
し
進

め
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ま
た
、

隣
接
町
村
と
も
各
協
議
会

が
も
た
れ
ま
し
て
、

三
〇
三
号
線
の

隧
道
の
早
如
完
成
や
、
ご
み
焼
却
場

の
設
置
に
つ
い
て
も
最
大
の
努
力
を

進
め
て
お
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

最
後
に
、

今
年
は
市
長
の
改
選
期

で
も
あ
り
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
と

と
も
に
、

ま
き
市
長
選
出
に
つ
い
て

ど
う
す
べ
き
で
あ
る
か
を
考
え
る
時

期
が
日
前
に
ま
い
っ
て
お
り
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
と
述
べ
て
ま
い
う
ま
し

た
が
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
捷
勝
を

お
祈
ウ

い
た
し
ま
す
と
同
時
に
相
変

わ
ら
ぎ
る
０
支
援
の
ほ
ど
を
お
願
い

申
し
上
げ
、

ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し

，ま
す
名

山 松

鼻 井

至 正

誠 一

松 井 議 長山鼻副議長

動
か
す
こ
と
が
最
も
大
切
と
思
わ
れ

る
。

将
来

の
小
浜
市
の
発
展
の
た
め

に
、

残
さ
れ
た
わ
ず
か
の
運
動
期
間

を
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、

こ
れ

が
実
現
の
た
め
努
力
を
重
ね
続
け
た

い
と
念
じ
て
お
り
ま
す
。

副
委
員
長
　
畑
中
　
優

委
員
　
藤
田
清
志
　
　
辻
野
健

一

松
井
正

一　

　

浦
谷
音
次
郎

塩
野
勇
次
郎
　
山
串
至
誠

三
田
正
三
　
　
宮
川
呂
お

海
洋
開
発
研
究
委
員
会

委
員
長
　
木
橋
正
昭

若
狭
湾

一
帯
を
国
民
的
、　

一
大
海

洋
性
保
奏
地
に
と
の
計
画
が
進
め
ら

れ
、

内
外
海
半
島
を
は
じ
め
海
岸
線

一
帯
に
開
発
の
波
が
音
も
な
く
巨
大

資
本
と
と
も
に
足
元
に
近
づ
い
て
い

る
。

い
ま
や
全
市
的
課
題
と
し
て
と

ら
え
公
共
投
資
を
優
先
的

に
、

住
民
参
加
に
よ
る
開

発
こ
そ
が
市
民
生
活
の
向

上
に
結
び
つ
く
も
の
で
あ

ろ
う
。

本
委
員
会
に
お
い
て
も
、

先
進
地

現
地
等

の
調
査
研
究
を
進
め
、

計
画

の
具
体
化
と
と
も
に
地
元
と
の
調
整

を
は
か
り
、

そ
の
開
発
が
地
域
の
繁

栄
を
も
た
ら
し
、

緑
と
太
陽
、

豊
か

な
自
然
と
人

々
の
生
活
が
調
和
し
、

人
間
が
主
人
公
と
な
る
新
た
な
時
代

を
創
造
す
る
不
減
の
源
泉
で
あ
り
た

い
と
願

っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

副
委
員
長
　
塩
野
勇
次
郎

委
員
　
宮
川
昆
治
　
　
森
下
　
智

畠
中
謙
吾
　
　
大
住
佐
吉

石
橋
修

二
　
　
松
崎
幸
雄

小
浜
、

上
中

総
合
振
興
協
議
会

委
員
長
　
小
谷
清
章

本
協
議
会
の
過
去
の
実
績

仰
　
上
中
町
熊
川
―
滋
賀
県
今
津
町

を
結
パ
、

通
称

「
保
坂
」
が
地
方
主

要
道
で
あ
っ
た
の
を
、

昭
和
四
十
二

年
に
国
道
三
Ｃ
三
号
線
に
昇
格
が
実

現
。

０
　
昭
和
四
十
六
年
三
月
に
、

北
川

が
一
級
水
系
に
昇
格
が
成
就
。

０
　
昭
和
四
十
八
年
五
月
、

国
道
三

〇
三
号
の
ト
ン
ネ
ル
開
さ
く
が
国
道

整
備
五
カ
年
計
画
に
入
り
、

調
査
費

三
千
万
円
が
予
算
化
さ
れ
た
。

本
協
議
会
の
今
後
の
活
動

け
　
三
〇
三
号
線
の
ト
ン
ネ
ル
開
さ

く
事
業
を
、

昭
和
四
十
九
年
か
ら
三

カ
年
完
成
を
目
標
に
運
動
す
る
。

０
　
新
幹
線
の
ル
ー
ト
決
定
次
第
に
、

国
鉄
湖
ュ
解
今
津
駅
と
．

上
」
、

小

浜
駅
を
結
Ａ
運
動
に
入
る
。

０
　
国
道
三
〇
三
号
線
が
、

上
中
町

よ
り
国
道
二
十
七
号
縦
セ
Ｅ
複
け
て

小
採
駅
本
国
道
強
定
と
ヽ
れ
て
い
る

の
を
、

と
，
お
，
、

通
称

「‐県
道
北

川
線
」
ヘ
ャ

国
道
三
〇
三！号
を
路
線

変
更
す
る
運
動
を
起
こ
す
。

前
記
三
項
の
ほ
か
に
、

知
事
構
想
の

若
狭
と
京
都
を
直
結
す
る
高
速
道
路

問
題
が
具
体
化
す
る
よ
う
協
力
し
て
、

若
狭
地
方
が
京
阪
神
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ

ン
化
し
て
静
か
な
発
展
を
す
る
夢
を

も
っ
て
今
後
進
み
た
い
。

副
委
員
長
　
出
鼻
至
誠

委
員
　
松
崎
幸
雄
　
　
池
尾
正
雄

畑
中
　
優
　
　
浜
野
　
是

宮
川
昌
治
　
　
石
橋
修
二

森
下
　
智

小
浜
、

名
田
度

結
合
振
興
協
議
会

委
員
長
　
中
沢
吉
次

南
川
筋
は
比
政
的
地
域
開
発
の
手

が
お
く
れ
て
い
る
。

最
近
の
公
害
国

家
と
い
わ
れ
る
中
で
美
し
い
空
気
や

水
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
、

国
道

一
六
二
号
線
の
早
期
改
修
、

夢

の
道
路
実
現
を
踏
ま
え
て
歴
史
的
背

景
を
基
礎
に
将
来
的
展
望
を
十
分
に

考
え
ら
れ
る
強
力
な
る
開
発
構
想
を

立
て
地
域
住
民
の
福
社
に
寄
与
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

副
委
員
長
　
的
場
治
二
郎

委
員
　
竺
前
武
司
　
　
小
川
真
市

辻
野
健

一　
　
一二
国
正
三

畠
中
謙
吾
　
池
田
勘
右
衛
門

小

浜
、

大
飯

総
合
振
興
協
議
会

委
員
長
　
木
橋
正
昭

隣
接
大
飯
町
と
本
市
を
結
ぶ
県
道

岡
田
深
谷
線
、

計
画
延
長
十
五
韓

（

う
ち
ト
ン
ネ
ル
五
百
肝
を
合
む
）
の

改
良
計
画
の
早
期
完
成
を
目
ざ
し
て

運
動
中
で
あ
る
。

小
浜
市
側
と
し
て

は
、

深
谷
小
屋
間

（部
落
ま
で
）
の

改
良
舗
装
を
先
行
し
、

そ
の
後
出
間

部
の
延
長
工
事
に
入
る
の
が
効
率
的

で
あ
ろ
う
。

い
ま

一
つ
、

岡
津
、

鯉
川
地
係
か

ら
大
飯
町
へ
至
る
海
岸
線
を
海
岸
環

境
整
備
事
業
で
砂
浜
造
成
の
計
画
が

新
た
な
計
画
と
し
て
提
起
さ
れ
た
。

広
く
未
知
を
集
め
地
域
の
発
展
に
結

び
つ
け
た
い
も
の
で
あ
る
。

副
委
員
長
　
塩
野
勇
次
郎

委
員
　
大
住
佐
吉
　
　
岡
本
　
治

藤
田
清
志
　
　
浦
谷
音
次
郎

松
井
正
一　
　
岡
　
庄
蔵



市 議 会 だ よ り

開

発

自

然

調

和

力S

原

貝ll

総
務
委
員
長
　
池
島
正
雄

今
回
、

小
浜
市
の
結
合
開
発
計
画

が
策
定
さ
れ
着

々
と
実
施
に
移
さ
れ

つ
つ
あ
る
こ
と
は
ま
こ
と
に
喜
び
に

た
え
な
い
。

私
た
ち
総
務
委
員
会
も
そ
の
担
当

の
分
野
に
お
い
て
、

理
事
者
側
の
計

画
が
絵
に
か
い
た
も
ち
で
な
く
、

実

際
市
の
発
展
と
市
民
の
よ
り
ま
き
生

活
に
直
結
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を

見
き
わ
め

つ
つ
、

そ
れ
が
促
進
に
微

力
を
尽
く
し
て
い
る
次
第
で
あ
り
ま

す
。

特
に
、

開
発
問
題
と
し
て
の
基

盤
及
び
社
会
環
境
、

教
育
文
化
施
設

等
の
整
備
と
、

産
業
、

観
光
、

体
育

の
振
果
を
軸
と
し
た
発
展
等
、

特
に

公
害
問
題
と
し
て
若
狭
湾
沿
岸
地
域

に
建
設
さ
れ
た
、

ま
た
、

さ
れ

つ
つ

あ
る
原
子
力
発
電
所
の
安
全
性
の
確

保
と
住
民
生
活
の
不
安
解
消
の
た
め

の
監
視
機
構
の
強
化
と
、

ま
た
南
北

両
川
等
の
水
質
汚
濁
に
対
処
す
る
た

め
実
態
調
査
と
監
視
機
構
の
強
化
で

あ
ろ
う
。

ま
た
、

交
通
対
策
す
な
わ
ち
道
踏

鉄
道
‘

港
湾
、

通
信
等
の
整
備
計
画

に

つ
い
て
も
不
断
の
努
力
を
傾
と
し

て
い
く
。総

務
副
委
員
長
　
森
下
　
智

鳥
層
市
政
は
暮
ら
し
よ
い
行
づ
く

り
を
目
ざ
し
て
、

住
宅
、

保
育
所
、

道
路
整
備
、

医
療
機
関
の
整
備
、

漁

業
、

林
業
、

農
業
、

教
育
な
ど
の
行

政
需
要

へ
、　

一
応
の
成
果
を
見
せ
て

い
る
。

し
か
し
な
が
ら
今
日
の
経
済
界
の

動
き
は
、

政
治
、

行
政
を
上
回

っ
た

挑
動
を
見
せ
て
い
る
の
が
実
情
だ
。

私
は
、

そ
の
窓
日
と
な

っ
て
、

特

に
老
人
対
策
、

幼
児
対
策
に
も
力
を

と
ざ

た
い
。

結
務
委
員
　
辻
野
健

一

総
合
開
発
に
つ
い
て

公
園
裏
が
者
と
変
わ
り
す
ば
ら
し

い
景
観
で
す
。

小
浜
公
園
を
中
心
と

し
た
観
光
開
発
と
郷
主
記
念
館
の
建

設
に
取
り
組
み
た
い
。

公
害
防
止
対
策
、

交
通
安
査
対
策

に
つ
い
て

す

べ
て
の
対
策
は
人
間
の
頭
脳
か

ら
専
門
技
術
者
の
確
保
が
ま
ず
第

一
、

そ
し
て
教
育
と
デ
ー
タ
に
よ
り
事
前

解
決
を
は
か
る
。

総
務
委
員
　
山
鼻
至
誠

現
時
人
間
思
考
の
豊
富
性
と
個
性

強
調
の
中
で
総
体
的
合
意
の
成
裁
が

極
至
難
事
で
あ
ろ
う
。

開
発
と
公
害
比
例
が
市
民
主
張
つ

納
得

に
結
び
つ
か
な
い
事
実
。

特
に
、

新
幹
線
誘
致
、

海
洋
開
発
、

模
政
問
題
等
．

多
岐
多
様
に
先
鋭
化

す
る
対
米
に
向
か

っ
て
権
利
実
現
の

た
め
付
随
す
る
幾
多
の
義
務
斉
行
が

な
さ
れ
な
い
限
り
妥
当
な
発
展
が
な

い
と
心
得
、

微
力
の
積
ふ
重
ね
を
み

ず
か
ら
推
進
す
る
よ
う
提
言
い
た
し

た
い
。

総
務
委
員
　
浜
野
　
是

開
発
計
画
は
、

新
全
怒
や
工
場
再

配
置
促
進
法
に
引
き
ず
ら
れ
な
い
、

市
民
に
明
る
い
木
来
と
生
活
向
上
を

目
ざ
す
、

市
の
独
自
性
を
生
か
し
た

民
主
的
な
開
発
を
進
め
る
。

原
電
放
射
能
公
害
対
策
推
進
、

新

幹
線
構
想
を
や

′め
、
小
浜
線
の
充
実

強
化
と
道
路
網
の
促
進
、

環
境
保
全
、

自
然
美
を
生
か
し
た
産
業
お
観
光
開

発
を
進
め
て
い
き
た
い
．　
　
　
　
‘

産
業
経
済
委
員
長
　
岡
本
　
冶

本
市
の
産
業
は
、

工
場
が
少
な
い

た
め
に
農
林
漁
業
で
生
計
を
立
て
る

と
こ
ろ
も
多
く
、

農
業
面
で
は
野
菜

育
苗
事
業
等
、

林
業
で
は
造
林
賞
や

林
道
費
に
力
を
入
れ
、

ま
た
、

近
年

沿
岸
漁
業
の
不
振
か
ら
漁
族
の
育
成

が
必
要
に
な
り
、

公
害
の
な
い
お
い

し
い
魚
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
魚
業

状
培
セ
ン
タ
ー
が
建
設
さ
れ
る
等
、

今
後
の
産
業
の
課
題
が
多
く
、

ま
た

日
本
海
時
代
の
到
来
も
近
く
、

小
浜

市
総
合
開
発
も
立
案
さ
れ
、

激
動
す

る
経
済
環
境
の
も
と
、

本
委
員
会
に

課
せ
ら
れ
た
使
命
の
重
さ
を
肩
感
し
、

諸
般
の
事
業
に
推
進
す
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。

産
業
経
済
副
委
員
長
　
的
場
治
三
郎

本
市
の
山
林
は
、

人
工
林
は
わ
ず

か
で
あ
り
、

し
か
も
幼
令
林
が
大
半

を
占
め
造
林
対
象
地
の
奥
地
化
、

労

働
力
の
劣
弱
化
、

造
林
者
の
過
重
負

担
並
び
に
木
材
価
格
の
低
迷
等
、

山

村
を
取
り
を
く
諸
条
件
は
、

今
後

一

段
と
き
び
し
く
な
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

林
産
物
需
要
の
動
向
に
応
じ
、

生

産
性
の
向
上
と
造
林
事
業
の
推
進
を

は
か
る
に
は
林
道
の
開
設
、

改
良
、

植
林
が
急
務
と
考
え
ら
れ
る
。

産
業
経
済
委
員
　
松
崎
幸
雄

商
業
政
策
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と

は
駐
車
場
対
策
で
あ
り
い
金
融
対
策

で
あ
り
、

商
店
近
代
化
、

合
理
化
対

策
で
あ
っ
て
、

市
と
し
て
万
全
の
対

応
策
を
講
じ
る
必
要
あ
り
と
思
わ
れ

る
し
、

工
業
振
興
策
と
し
て
は
土
地
、

人
的
資
源
の
問
題
が
緊
急
の
課
題
で

あ
ろ
う
。

卸
売
り
商
業
団
地
、

工
業

団
地
キ
つ
先
行
投
資
も
ｔ
が
け
ね
だ

ネは
，命
コ一ヽ
い
０

産
業
経
済
委
員
　
松
井
正

一

漁
共
も
、

と
る
漁
業
よ
り

つ
く
る

洸
業

に
変
わ
り

つ
つ
あ
る
。

エ
ビ
の
放
流
も
実
を
あ
げ

た
漁
改

や
他
の
方
面
で
も
努
力
を
す
べ
き
だ
。

墜
海
の
協
力
を
得
て
、

県
の
漁
業

技
を

セ
ン
タ
ー
も
早
期
実
現
に
努
力

す
べ
き
で
あ
る
。

外
港
も
、

田
の
軌
道
に
乗

っ
た
の

で
、

り

っ
ば
な
魚
類
の
流
通
港
に
な

る
よ
う
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

海
は
み
ん
な
の
も
の
、

市
民
各
位

の
協
力
を
得
て
海
を
き
れ
や
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。　

　
　
一

産
業
経
済
委
員

！
小
谷
清
章

一
、

農
業

の
近
代
化
、

生
産
し
、

必
ず
売
る
農
業
。

二
、

販
売
輸
送
路
の
拡
充
、

大
消

費
地

へ
の
最
短
道
路
を
も

つ
。

三
、

生
産
地
に
お
け
る
消
費
の
増

大
、

生
産
地
の
人
口
増
加
を
は
か
る
。

以
上
、

三
大
綱
を
れ
た
す
た
め
、

若
狭
と
京
阪
神
の
交
通
開
発
を
行
い
、

若
狭
を
京
阪
神
の
ペ
ッ
ド
タ
ウ
ン
化

す
る
こ
と
と
農
業
の
企
業
化
を
も

っ

て
、

挫
業
に
計
画
性
を
加
味
す
る
。

産
業
経
済
委
員
　
畠
中
謙
吾

一
、

海
と
文
化
財
は
小
浜
市
観
光

の
象
徴
で
、
こ
れ
ら
の
自
然
を
守
り

周
辺
の
環
境
整
備
が
原
点
で
あ
る
。

二
、

観
光
の
大
型
、

広
域
化
に
応

じ
本
市
は
開
発
の
中
核
的
役
割
り
と

拠
点
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
す
べ
き

で
あ
る
。

三
、

農
山
村
等
の
資
源
を
開
お
、

多
画
的
な
観
光
地
で
生
活
基
盤
の
向

上
を
は
か
る
。

四
、

自
然
を
満
喫
、

俗
化
し
な
い

心
、

豊
か
な
休
養
的
原
始
観
光
地
と

す
る
。

建
設
委
員
長
　
大
住
佐
吉

こ
の
た
び
委
員
各
位
の
推
薦
に
よ

り
建
設
常
任
委
員
長
め
重
責
を
負
う

こ
と
に
な
ｈ
と
Ｆ
）
た
。

所
督
す
る
議
事
は
、

橋
、

道
蜂
十

の
新
設
、

改
良
、

維
持
、

管
理
、

交

通
安
全
施
設
、

河
川
の
改
史
及
び
稚

持
管
理
、

都
市
計
画
及
び
都
市
下
水

蜂
事
業
と
、
こ
れ
ら
に
要
す
る
人
件

費
を
合
め
た
管
理
費
、

さ
ら
に
労
動

費
、

災
害
復
隠
と
市
営
住
宅
の
建
設

及
び
維
持
管
理
、

簡
易
水
道
と

一
般

水
道
事
業
会
計
等
が
主
た
る
内
容

で

あ
り
ま
す
。

委
員
さ
ん
は
ベ
テ
ラ
ン
ぞ
ろ
い
で

あ
り
ま
す
の
で
、

御
意
見
を
よ
く
ま

と
め
て
市
民
の
管
き
ま
の
御
期
待

に

沿
う
べ
く
常

に
全
力
投
球
の
決
意
を

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ま
の
御
指
導
、

御
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

建
設
副
委
員
長
　
中
沢
吉
次

市
道
の
改
良
舗
装
に

つ
い
て
は
、

現
在
四
〇
％
と
な

っ
て
い
る
が
、

今

後
、

将
来
展
望
に
立

っ
て
実
情

に
印

し

た
整
備
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
０ま
す
。

特
に
、

辺
地
に
係
る
道
路
に
つ
い

て
は
地
域
開
発
の

一
環
と
し
て
、

地

元
負
担
の
軽
減
を
は
か
り

つ
つ

一
そ

う
施
策
を
必
要
と
す
る
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

建
設
委
員
　
岡
　
庄
蔵

水
の
確
保
を
お
い
て
市
民
生
活
は

あ
り
得
な

い
。

現
在
、

小
浜
市
の
緊
急
の
課
題
は

上
水
道
の
建
設
だ
。

近
代
化
の
進
む

に
つ
れ
て
ま
す
ま
す
水
不
足
、

特

に
、

本
市
は
観
光
を
目
的
に
発
展
途
上

に

あ
り
、

世
界
の
楽
園

ス
イ
ス
も
水

の

新
し
い
時
代
の
産
業
ビ
ジ
ョ
ン
を

環

境

整

備

こ

そ

急

務

都

市

構

造

思
恵
に
あ
る
と
こ
ろ
、

い
ま
の
場
所

に
揚
来
場
の
増
設
か
、

あ
る
い
は
他

に
打
設
か
市
民
の
生
活
を
守
る
た
め

に
も
上
水
遺
の
性
法
は
急
お
だ
。

ロ

カ
激
指
す
る

マ
イ
カ
ー
に
よ
る

買
い
物
を
、

観
光
客
で
、

現
在
市
街

地
に
は
旺
草
す
る
場
所
が
な
い
批
状

で
す
。

そ
の
上
、

こ
の
秋
か
ら
年
内
に
か

け
て
中
心
部
の
ほ
と
ん
ど
が
駐
車
禁

止
に
な
る
よ
う
聞
く
が
、

そ
の
対
策

と
し
て
堀
川
、

改
修
の
促
進
、

海
岸

道
路
の
整
備
、

舗
装
を
早
急
に
行
な

い
、

駐
車
場
の
紘
和
、

交
通
事
故
防

止
の
た
め
努
力
を
し
て
い
き
た
い
。

建
設
委
員
　
浦
谷
言
次
郎

住
宅
行
政
に
つ
い
て

一
言
。

市
官
住
宅
は
再
検
討
の
時
期
だ
と

思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
住
宅
に
は

ふ
ろ
場
と
駐
車
場
が
必
要
で
す
。

通

路
の
舗
装
、

適
当
な
広
場
と
、

そ
こ

に
は
子
供
の
逆
び
場
を
遊
具
ぐ
ら

い

は
、

，国
の
基
準
は
ど
，
あ
ろ
う
と
市

自
体
で
計
画
立
案
す
べ
き
時
代
に
さ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

入
居
基
準
も
国
の
定
め
に
よ

っ
て
、

な
か
な
か
き
び
し
く
、

共
か
せ
ぎ
の

新
姉
さ
ん
に
は
入
居
は
で
き
な
い
状

況
で
す
。

法

の
改
正
を
強
く
訴
え
ま

す
。

建
設
委
員
　
石
橋
修

二

下
水
道
に
つ
い
て

集
中
豪
雨
に
よ
る
危
険
の
予
防
、

汚
水
の
排
除
、

便
所
の
水
沈
化
か
ら

も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
下
水
道

の
完
備
で
あ
ろ
う
。

都
市
機
能
を
高
度
を
す
る
下
水
道

の
整
備
は
、

住
民
と
す
当
局
の
熱
意

に
よ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

市
政
に

携
わ
る

一
人
と
し
て
、　

一
日
で
も
早

く
完
備
す
る
努
力
と
住
民
の
立
場
に

立

っ
た
都
市
環
境
の
改
善
が
必
要
で

との
ス
吊

建
設
委
員
　
畑
中
　
優

　
　
　
　
教
育
民
生
委
員
長
　
藤
田
清
志

そ
の
こ
た
た
は
む
ず
か
し
い
。

清
掃

工
場
を
ど
こ
か
に
つ
く
ら
な
ば
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
と
、
ど
こ
に
で
も

よ
い
と
い
う
こ
と
と
は
別
の
問
題
で

あ
ろ
う
。

た
と
え
ば
、

こ
の
必
要
な

施
設
に
対
す
る
反
対
は
、

地
域
エ
ゴ

で
あ
る
だ
け
の
受
け
取
り
で
は
す
っ
・

き
り
し
た
政
治
で
は
な
い
。

市
民
の

ご
み
へ
の
自
党
と
、

市
自
体
の
真
剣
、

公
正
な
取
り
組
み
方
が
相
ま
っ
て
解

決
し
て
い
く
。

教
育
民
生
委
員
　
池
田
勘
右
衛
門

教
育
民
生
委
員
会
に
課
せ
ら
れ
た

ご
み
、
し
尿
に
つ
い
て
は
全
市
あ
げ

て
一
日
も
早
く
市
民
の
協
力
と
抑
理

解
の
も
と
、

実
現
に
取
り
組
み
、

新

設
に
誠
意
を
も
っ
て
努
力
猛
進
し
や

ま
な
い
次
第
で
あ
り
ま
す
。

時
に
望
む
こ
と
は
、

ご
み
、

し
尿

処
理
そ
の
他
現
業
職
員
の
宿
合
、

環

境
的
浴
場
、

休
憩
広
間
、

勤
務
時
間
、

給
与
等
の
大
幅
待
遇
改
善
に
つ
い
て

今
後
の
施
策
を
望
み
ま
す
。

教
育
民
生
委
員
　
宮
川
昌
治

人
類
を
幸
福
に
、

社
会
を
繁
栄
さ

せ
た
科
学
と
経
済
が
、

わ
れ
わ
れ
の

生
命
を
脅
か
す
元
凶
と
は
考
え
な
か

っ
た
。
こ
れ
で
楽
し
ん
だ
わ
れ
わ
れ

が
こ
れ
で
苦
し
み
、

究
極
は
破
減
に

追
い
込
ま
れ
る
。

公
害
こ
ご
み
戦
争

は
わ
れ
わ
れ
が
生
ん
だ
生
産
品
だ
。

味
方
を
敵
に
回
し
た
の
が
ま
ず
か
っ

た
。
こ
こ
で
、

人
類
は

一
致
同
結
、

も
う

一
度
こ
れ
を
味
方
に
取
り
戻
さ

れ
ば
な
ら
な
い
。

教
育
民
生
委
員
　
一二
国
正
三

清
掃
工
場
を
め
ぐ
る
紛
争
解
決
は

当
面
緊
急
の
課
題
で
あ
る
が
、

同
時

に
不
燃
物
処
理
施
設
に
つ
い
て
も
、

手
持
ち
施
設
の
狭
隅
さ
か
ら
見
て
早

急
に
適
地
確
保
の
対
策
を
講
じ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

幸
い
清
掃
工
場
の
適
地
選
定
も
進

め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
際
不
燃

物
処
理
施
設
を
も
包
合
し
た
全
廃
業

物
処
理
体
制
の
万
全
を
期
さ
れ
る
よ

う
特
に
堤
言
し
た
い
と
思
う
。

市
民
生
活
に
最
も
密
接
な
関
係
が

あ
る
清
新
事
業
は
、

消
潔
で
実
し
い
、

安
全
で
住
み
よ
い
生
活
環
境
を
つ
く

る
た
め
に

一
日
も
ゆ
る
が
せ
に
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

近
年
、

日
ぎ

ま
し
い
推
済
の
高
度
成
長
と
生
活
の

向
上
に
伴
い
■
み
の
排
出
量
が
増
加

の

一
途
を
た
ご
り
、

こ
の
処
理
対
策

に
理
事
者
も
議
会

５
十
慮
し
て
い
る

の
が
実
情
で
あ
り
ま
す
。

当
委
員
会
は
、

付
託
さ
れ
た
請
賑
、

疎
情
の
事
出
で
あ
る
排
煙
、

排
水
、

悪
呉
等

の
公
有
の
調
査
研
究
に
汗
だ

く
に
な

っ
て
幾
度
か
各
地
の
新
式
清

析
工
場
の
視
容
に
、

ま
た
、

林
道
深

く
分
け
入
り
て
陶
に
し
み
い
る
蝉
の

声
を
聞
き
な
が
ら
適
地
調
査
に
、

そ

の
状
討
会
等
連
日
論
議
を
重
ね
、

あ

る
時
に
は
た
た
か
れ
、

の
の
し
ら
れ
、

け
飛
ば
さ
れ
な
が
ら
努
力
を
続
け
て

い
る
の
で
あ
り
ま
す
，

い
ま
三
万
四
千
市
民
各
位
の
御
理

解
と
御
協
力
を
切
に
願
う
次
第
で
あ

り
ま
す
。

エ
ン
ト
ツ
や
胸
に
し
み
い
る
蝉
の

≡戸
。

教
育
民
生
副
委
員
長
　
塩
野
勇
次
郎

市
が
当
面
す
る
ご
み
処
理
対
策
、

特
に
、

清
掃
工
場
の
建
設
に
つ
い
て
、

私
と
し
て
は
二
つ
の
立
場
で
の
検
討

に
全
力
を
注
ぎ
た
い
。

そ
の

一
つ
は

設
備
自
体
の
安
全
性

へ
の
チ

ェ
ッ
ク

で
あ
り
、

今

一
つ
は
、

設
置
地
域
で

の
問
題
点
の
解
明
で
あ
る
。

こ
れ
は
、

市
民
生
活
に
と

っ
て
不
可
欠
の
も
の

で
あ
る
だ
け
に
、

徹
底
的
に
究
明
し

て
い
き
た
い
。

教
育
民
生
委
員
　
小
川
真
市

車
と
道
路
、

ご
み
と
処
理
施
設
、

行
政
が
適
正
に
こ
た
え
て
い
る
か
。
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